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建設現場における業務プロセスのデジタル化においては、データ通信状況やランニングコス

トなどの課題が存在する。衛星ネットワーク技術を⽤いた⾼速‧⼤容量通信環境を構築する

ことにより、建設DXの実現につながる。本稿では、その実現と応⽤可能性について検討し、
実例を交えて有効性を考察する。
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１．背景および研究目的 

建設現場において ICT を網羅的に運用するためには,既存モバイルネットワーク網の圏内であるという条件

が必須となる.しかし,地方では未だ不感地帯が多く通信の微弱さや不安定さが問題となることがあり,事前に

通信状況を確認する必要があるが,キャリア毎の特性もあり想定外の問題に直面することも多い. 
スターリンクは,米国の民間航空宇宙会社が展開する衛星コンステレーションおよび通信サービス網のことで

あり,専用のアンテナを屋外に設置するだけで容易に Wi-Fi 通信環境を構築することが出来る. 

安価で高速な通信を構築し,既往の衛星通信サービスと比較して包括的な ICT 活用や大容量通信に基づく新技

術の導入が期待される. 

 

２．検証実験 （Wi-Fi エリア拡張と機器との接続試験） 

スターリンクの Wi-Fi エリアは,ルーターを中心とした約 40ｍが有効半径と推定される.現場での利用を想

定し,数百ｍ程度のエリアをカバーするため,拡張用屋外アクセスポイントを設置し 300ｍまでエリアを広げ

ることに成功した.Wi-Fi に対応しているコントロール端末があれば,どのような機器でも接続が可能である

が,一部の ICT 建機においては Wi-Fi に直接接続できない仕様となっており,これらの問題を解決し安定的な

環境を構築するためには,ある程度のネットワーク技術に関する知見が必要である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実現場における運用  

 スターリンクによる Wi-Fi 網の有効性と長期利用・常時接続における課題を抽出するため,LTE 通信圏内の

圃場整備現場における試験運用を経て,山間部不感地域現場における本格運用を行った.運用内容として屋外

用アクセスポイントを用いた Wi-Fi 網の拡充,各種 ICT 建機,RTK-UAV,施工管理等に活用した.現場環境を高速

ネットワーク化することにより,各デバイスにおけるネットワークの一元化,移動時間の短縮,少人数による施

工管理を行うことができ,労働時間の大幅な縮減に成功した.アンテナの配置においては 3 次元データを利用し

たネットワークプラングを行うことで障害物による影響を考慮した最適な配置計画を行った. 
 

最大 300ｍ 

40ｍ 

図 1:左から Wi-Fi エリア拡張イメージ・スターリンクアンテナ・ルーター・通信速度テスト画面 
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４．試験運用の結果  
LTE 圏内と不感地帯という異なる条件の現場における試験運用の結果,スターリンク Wi-Fi 網の有効性が確

認された.３で示したとおり,遠隔臨場や ICT 建機ほか各種測量機器へのオリジナル Ntrip 補正情報の送受信な

どといった一般的な使用法のほか,高速・大容量データ通信の利点を活かしたデータ活用においても有効性を

確認できた.例を挙げると 3 次元モデルや動画像データのサーバーを介したクラウド処理,工事記録写真データ

の自動送信・サブスタッフによるリアルタイム整理,QR コードを使用した AR モデルの投影による情報共有等,
スターリンクによる Wi-Fi 網を構築することで,ICT 建機,GNSS 測量機,RTK-UAV 等,さまざまな場面で各機材

の性能を最大限に発揮することで従来の業務プロセスを大幅に変容させることが出来る. 
 
 
 
 
   
 

 

 

 

５．まとめ  
本稿では,スターリンクによる高速大容量データ通信網を屋外現場に構築することの有用性について述べた

が,ネットワーク強度の距離減衰や電波阻害,衛星群の動きに伴う瞬断等,解決すべき課題も残っている.今後の

建設現場では,そうした課題に対応すべく,ネットワークエンジニアリングの重要性が上がり,スキルに長けた

人材の確保・育成も急務となる.しかし,次世代ネットワーク技術は益々拡充し,利用データの大容量化も必然で

あり,建設DXへ向けた動きを加速化する一つの要因となるであろう.本稿においては,既存の ICTをどこまで適

用可能かという範囲での検証に留まっているが,将来的には,リアルタイム学習を伴う AI 技術への応用や各種

デジタル情報の複合的な利活用も期待できる.そうした新たなユースケースによるネクストステージに向けた

取組を進めて行きたい. 
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図 4:QR コードで AR モデル投影 図 3 :現場事務所設置のオリジナル電子基準点 

 図 2:左から ICT 建機への補正情報配信・不感地域における遠隔臨場・３D ネットワークプランニング    

QR 
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